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技術の特徴
・我が国の伝統的発酵食品の製造に使用される麹菌（Aspergillus oryzae）は、染色体末端
領域に複数の二次代謝物関連遺伝子群を有している。
・これらの多くは転写の無い偽遺伝子群であり、不要な染色体領域と考えられる。
・麹菌の染色体末端配列であるテロメアの構造を解明した。（文献1）
・麹菌のテロメア配列を人工的に長鎖長化し、人工合成テロメアを調製した。
・人工合成テロメアを用いて、染色体末端の偽遺伝子群の一部削除に成功した。（文献2）

研究の内容

今後の展開
本成果を麹菌の育種に適用するため、麹菌の遺伝子のみを使用するセルフクローニング

技術による染色体加工の可能性を検討する。
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